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案内人　吉岡一秋

  　　叡山電車一乗寺駅下車　　～　　一乗寺下松跡　　～　金福寺　～　

　　　詩仙堂　　～　　八大神社　　～　　西浦畑児童公園(昼食)　～

　　　葉山馬頭観音　～　　曼殊院門跡(拝観)　　～　鷺森神社　　～

　　 解脱山禅華院　　～　　修学院離宮　　～　　赤山禅院　　～

　　 叡山電鉄修学院駅　　～　　出町柳駅(解散)
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一乗寺下り松決闘の地跡

京の吉岡一門多数と宮本武蔵の決闘の

の地。元々この地には、「一乗寺」と

いう寺があった。園城寺の末寺。

南北朝動乱以後に耐えて廃絶した。

当寺からは４代目にあたり、決闘

以前から、旅人の目印として代々

上継がれている。

金福寺

詩仙堂の少し南にあるこの寺は、与謝蕪村の

墓所があり、松尾芭蕉が滞在したとされる。

また、舟橋聖一著の「花の生涯」のヒロイン

村山たか女ゆかりの寺でも有名である。

八大神社

江戸時代初め、一乗寺下松で吉岡一門数十人と決闘を

行った宮本武蔵が、決闘を前に神頼みすることを思い

たったが神仏に頼ろうとした弱さに気づき、寸前にや

めたという逸話が残る。
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詩仙堂丈山寺

詩仙堂は正確には凹凸窠(おつとつか)という。

凹凸窠とは、でこぼこの土地に建てられた住

居で建物や庭園は山の斜面に沿って作られて

いる。

徳川家の家臣の石川丈山が隠居の為造営した

山荘。

名の由来は、中国の詩家３６人の肖像を掲げ

た詩仙の間による。

葉山馬頭観音

臨済宗の寺院で、正式には一燈寺

(いっとうじ)と呼ばれている

安政の大獄で逮捕され、獄死した

勤王攘夷派の志士「梅田雲浜」が

藩を追われたのち、一時葉山観音の

堂守として住んでいた。

鷺ノ森神社

　貞観年間(859～77)創建と伝わる

　この界隈の産土神である。

　長い参道には紅葉が続き、

　静かな神社である。

　紅葉の名所として知られている

曼殊院門跡 梟の手水鉢

　　水面に浮かぶ月を部屋へ取り込む趣向

　曼殊院門跡は洛北屈指の名刹である。勅使門の両側の塀に残る五本の白い筋は

　その格式を今に伝えるものである。
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解脱山禅華院　　臨済宗大徳寺派の寺院で、比叡山三千坊のひとつ

　　　禅華院鐘楼門 　　阿弥陀如来坐像と地蔵菩薩坐像

　　　鐘楼と門を兼ねている 　　雲母坂地蔵の石仏

赤山禅院

赤山禅院は天台宗の寺院で、延暦寺

の塔頭の一つ。京都御所からみて

表鬼門の方角に当たるため、方除け

の神として古来信仰を集めた。

拝殿の屋根の上には、御所の東北角

にある「猿が辻」の猿と対応して、

御幣と鈴を持った猿が安置。

比叡山延暦寺のの千日回峰行におい

ては、そのうち100日の間比叡山か

ら雲母坂を登降する「赤山苦行」と

称する荒行がある。

都七福神まいりの「福禄寿」の寺。

山門

　鳥居 　拝殿屋根の猿
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